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～改正育児介護休業法実施を機に～

医師会員の関わる介護問題への

徳島県医師会の取り組み
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配布枚数 ２，４３０枚

回答数 ９９５枚

回収率 ４０．９５％
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④５０歳代

⑤６０歳代

⑥７０歳以上

無回答

事業主 男性（人）

事業主 女性（人）

勤務医 男性（人）

勤務医 女性（人）

1.年代別
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4.職場で介護休暇をとれるか？
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23%

63%

1%

3%

①利用している

②必要だができない

③わからない

④その他

無回答

事業主はとらせる立場
勤務医はとる立場
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5.必要だができない理由は

20%

67%

5%
4%

2% 2% ①職場が休める雰囲気

ではない

②代わりの人がいない

③勤務評価に影響する

④家族がしてくれる

⑤その他

無回答
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 ・施設へ入れたことへの後悔が少しある

 ・長年弟に任せにしている

 ・今後病状悪化時の対応

 ・要介護者の私物の整理

 ・十分なことをしてあげられない

 ・体力的に仕事と両立できるかどうか心配

 ・家族が入院しても休めない

 ・自分１人の力では難しい（バス・タクシーに乗り込む、横断歩道が渡りきれない）

・将来の生活の不安、家族や自分が要介護になった時

 ・時間が取れない

 ・認知症が進行し、応対ができなくなってきた

 ・遠距離・頻回に帰省が必要

 ・病院の送迎

 ・現在サ高住に入居しているが、医療で病院に連れてゆくのは家族

 ・施設入所のタイミング
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【徳島県介護支援専門医協会理事長 山口浩志様】
～「介活」のすすめ～誰もが備えるべき親の介護への心得～

〇介護事例を挙げられ、どのようなサービスが必要か、又どのく
らいの費用が掛かるかなど知っていて当然のことだが、知らない
ことをわかりやすく説明される。

〇突然介護に直面しても困らないために今から準備すること示さ
れる。

【つちはし社会保険労務士 土橋秀美様】
知っておきたい介護休業法のルール

～従業員との信頼を深めるための基本知識を学ぶ～

〇介護休暇(対象家族一人に対し５日まで)介護休業の違い（通算
して９３日まで３回を限度として分割）、介護離職を防ぐ3つの
提案（時間外介護休暇・時間年次有給休暇の導入・短時間正従業
院制度導入・パーシャルテレワークなど、仕事と介護の両立を後
押しする支援制度が紹介された。

９３日は介護の準備するための期間‼
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感銘！共感！
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１.地区医師会にも女性医師支援委員会が誕生し

地区単位での交流が進む

２. 女性医師の勤務環境に関する現況のアンケート

調査実施・報告

３.県医師会報 「JOYしろうさぎ通信」への継続

投稿

４.日医女性医師バンクとの連携を進める

５.第1回鳥取県女性医師の会の開催

６.鳥取大学病院の院内保育園では、

病児保育の定員を 増やし、インフル

エンザなどの感染症にも対応
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１．平成２８年度島根県医師会男女共同参画フォーラム
（医学生、研修医等をサポートするための会）

日 時 平成２９年３月２日(木)

会 場 島根大学医学部臨床大講堂

主 催 島根大学医学部地域医療支援学講座、島根県医師会

共 催 日本医師会、島根大学男女共同参画推進室、

島根大学医学部附属病院ＷＬＢ支援室

対 象 島根大学医学部４年生

プログラム １．キャリアについて考える

①グループワーク「妻の海外留学について」発表・討論

②キャリアモデルの紹介

２．島根大学男女共同参画の取り組み

３．島根県「えんネット」の取り組み

４．講演「日本医師会の女性医師支援等の取り組み」

日本医師会常任理事 今村 定臣 氏

２．島根県医師会男女共同参画フォーラム関係者懇談会
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★医師の勤務環境改善事業

●岡山県医師会医師の勤務環境改善ワークショップ

★ Doctor’s Career Café in OKAYAMA
●メディカルカフェ in かわさき

（医学生・研修医等をサポートするための会）
●D+Muscat
●岡山ビジョンナ会講演会
★医師会主催講演会への託児併設サービス

★女性医師相談窓口事業

●保育支援事業
●学童保育支援事業
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2017年度新たな取り組み
5．広島⼤学病院⼥性医師⽀援センター開設

6．広島県医師会⼦育て⽀援事業(保育サポーター事業)準備

2017年度継続中の取り組み

1. 医学⽣・研修医等をサポートするための会

2. Womenʼs cafe

3. ⼥性医師と⼥⼦学⽣の交流会

4. 病院開設者・管理者向けの講習(⼥性医師部会総会)
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< 共通の問題 >
･企画への参加者が固定
･活動資⾦が⾜りない 男⼥共同参画推進事業助成⾦

◆ 保育サポーターバンク運営
･保育相談員がきめ細やかに対応

マッチ率上昇

◆ 郡市医師会男⼥共同参画部会と年1回情報交換

･男⼥共同参画部会が運営に参画
問題に⼀つ⼀つ対応できる

⼭⼝県医師会男⼥共同参画部会
◆育児⽀援 ・⼥⼦医学⽣ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ⽀援
◆地域連携 ・広報
・勤務医環境問題 ・介護⽀援
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香川県医師会ドクターバンクの
普及グッズを作成
今年度の「医学生、研修医等を
サポートするための会」でも配布
し、大変好評でした！！
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平成２９年度愛媛県女性医師部会事業報告

・第１０回男女研修医医学
生との懇談会開催
（出席者：３６名）

・第６回西予市おイネ賞事
業表彰式・日本医師会女
性医師支援シンポジウム
の開催
（出席者：約５５０名）

・みきゃんホスピタル就職
ガイド冊子の完成
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